中　映　協　だ　よ　り

明けましておめでとうございます！

今年の、中部映像関連事業社協会（中映協）新年会は、2012年1月18日（水）12時よりローズコートホテルにて催されました。

昨年を超える38社、90名を超える参加者で、盛大に行われました。

まず、鶴見俊成理事長より

「今年の新年会には、日頃『中映協セミナー』にお力添えを頂いています各放送局の制作や技術の皆様にもご出席を頂きました。今後とも宜しくお願いします。また、今年は景気変動とともに、世界のリーダーが変わりつつあるという転換期になるようです。そして「辰年」、地元のドラゴンズとともに勢い良く、昇っていきましょう！」と挨拶がありました。

次に、来賓を代表して、愛知県産業部新産業課の森田茂課長より、「中映協さんには、いつも県のデジタルコンテンツコンテストで協賛頂きありがとうございます。映像は、暗い社会を明るくしていける原動力になります。皆様のご努力で、景気・社会全体を盛り上げてください」と挨拶をいただきました。

　ご臨席のご来賓紹介の後、中映協映像コンテストで審査委員長を務めていただいている名古屋学芸大学の西宮正明教授が「中映協とのお付き合いも１０

年になります。日本中が元気を無くしている中、コンパクトな活動で頑張って

いる中部の映像制作者のことを、先日、韓国で話しました。今年も頑張っていきましょう！」と乾杯の発声をしてくださいました。

　宴半ば、映像コンテストの審査員である演出家の伊豫田靜弘さんの『名古屋

市芸術賞・芸術特賞』受賞の紹介がありました。マイクの前に立った伊豫田さ

んは、「いつだったか、アカデミー賞の表彰式を見ていたら、受賞した子役の

女の子が、“今日の受賞は、エージェントの社長・プロデューサー・監督・・・・

の皆様のおかげです“としゃべっていた。ああ、こんな風に述べるのかと思ったことがありました。”演出“というのは、この子のいうように一人でできるも

のではありません。私を支えてくれる人がいて初めてできる仕事です。受賞は

永年にわたり仕事をしてきた皆で頂いたと感謝しています。芸術や文化を支え

る担い手として、この出席者の中から「次はボクだ！」という人が出てきてほしい。審査する立場の人間が受賞してしまいましたが、今年のコンテスト、大いに楽しみにしています」とスピーチされました。

　新しく加盟された３社の代表者から挨拶がありました。

· 昨年６月に加盟した日本ビジュアル㈱の近藤社長

「創業７～８年の会社です。ＥＮＧの撮影協力をしています。こうしてご縁ができたことを感謝します」

· 昨年１１月加盟の㈱マクサスプロダクツの藤田社長

「まだ１年未満の会社ですので、皆様方のご指導を宜しくお願いします」

＊一昨年１０月加盟の㈱モーションビジュアルジャパンの柵木（ませぎ）社長

「西尾市を拠点とする創業６年目の会社です。ＣＭ・番組・映画など、ご縁がありましたら宜しくお願いします」

協賛各社代表からのメッセージもありました。

＊　ＳＦＩリーシング㈱：社名変更でローマ字とカタカナになりました。なかなか説明するのが大変です。

· ソニービジネスソリューション㈱：２年前、ＳＯＮＹ製品の“家庭用製品以外の全てを扱う会社としてスタートしました。ＴＶ会議室のプロジェクター更新の時は宜しくお願いします。

· ㈱朋栄：まだまだ判らないことばかりです。皆様方のご指導を宜しくお願いします。

＊報映産業さんは、所用のため会半ばで退室され、残念ながらご挨拶がいただけませんでした。次の機会によろしくお願いいたします。

新年会締めくくりは、恒例となりました福引大会です。

今年も各社から提供された商品で『福引き抽選会』が始まり、４０数点の商品がディスプレイされる中、抽選箱に投函された出席者の名刺が、中映協理事の手で引かれました。最後の１点は、“まだ当たっていない人”ＶＳ“谷水副理事長”との「ジャンケン大会」で、最後は勝ち残ったふたりの、１対１のガチンコ勝負で決まり、皆様童心に返り場内が盛り上がりました。

そして最後は、中締めの挨拶を行なった林副理事長の『一本締め』でお開きとなりました。

景品をご提供くださった出席各社の皆様方、誠にありがとうございました。

今年も、中映協の活動にご協力の程、よろしくお願いいたします。

